
東京都立調布特別支援学校 

                                                            

ミサイル発射情報に対する本校の対応 
                                                               

全国瞬時警報システム(Ｊアラート)が発令されたとき 

 児童・生徒の行動 学校の対応 

在
校
時 

○校舎に入り、ヘルメットをかぶり、廊下に避難して、

低い姿勢で頭を守る。 

○危機管理委員会の設置、児童・生徒・教職員の安全

確認、ミサイルの落下状況に応じた対応 

・直接被害のない場所に落下した場合、授業再開、引き渡

し等の対応 

・近くにミサイルが落下した場合、エアコン、換気扇を止め、

窓を閉め、目張りをして室内を密閉 

・校舎の破損確認、情報収集 

登
・
下
校
時 

【スクールバス乗車中】 

○バス停車後、カーテンを閉め、体を低くして、頭を

守る。 

・爆発、爆風、飛散物から身を守る。 

 

【一人通学時：歩行時】 

○頑丈な建物に入り、窓から離れて、頭を守る。 

○建物がない場合、物陰に身を隠し、低い姿勢で頭を

守る。 

・爆発、爆風、飛散物から身を守る。 

・近くにミサイルが落下した場合、口と鼻をハンカチ等で覆

い、現場から離れ、密閉性の高い室内又は風上へ移動する。 

【一人通学時：交通機関利用時】 

○基本的に乗務員の指示に従い、安全確保を行う。 

○バス等で降車させられた場合、歩行時に準ずる。 

【スクールバスでの対応】 

○スクールバス停車 

○安全確認以降は、地震等に準じた対応 

・学校への連絡、安否確認、引き渡し 

 

【一人通学での対応：歩行時】 

○本人や家庭と連絡をとり、安全確認をする。 

 

 

 

 

 

【一人通学での対応：交通機関利用時】 

○本人や家庭と連絡をとり、安全確認をする。 

 

校
外
活
動
時 

【屋外活動時】 

○頑丈な建物に入り、窓から離れて、頭を守る。 

 

○建物がない場合、物陰に身を隠し、低い姿勢で頭を

守る。 

・爆発、爆風、飛散物から身を守る。 

・近くにミサイルが落下した場合、口と鼻をハンカチ等で覆

い、現場から直ちに離れ、密閉性の高い室内又は風上へ移

動する。 

 

 

【施設等利用時】 

○基本的に施設の係員の指示に従い、避難する。 

 

【屋外活動中の対応】 

○頑丈な建物に入り、窓から離れて、頭を守るよう指

示する。 

○建物がない場合、物陰に身を隠し、低い姿勢で頭を

守るよう促す。 

・爆発、爆風、飛散物から身を守る。 

・近くにミサイルが落下した場合、口と鼻をハンカチ等で覆

い、現場から直ちに離れ、密閉性の高い室内又は風上へ移

動する。 

○安全が確認されたら学校（管理職）に連絡して安否

確認をし、その後の指示を受ける。 

【施設等利用時の対応】 

○安全が確認されたら学校（管理職）に連絡して安否

確認をし、その後の指示を受ける。 


